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【研究テーマ】 

1. 天然植物資源からの機能性有機化合物の探索と構造解析研究 

2. 植物ポリフェノールの構造、反応、機能に関する研究およびその産業的応用 

3. 天然有機化合物の分子構造変換による新規機能性物質の創製 
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B 邦文 
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B 国内学会 
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7. 水落幸一，田中 隆，河野 功，藤岡稔大，吉村友希，石丸幹二: マツバウンラン（Linaria 
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64 回日本栄養食糧学会大会, 5 月, 徳島(2010). 

 

【特許】 

1. 田中 隆，河野 功，松尾洋介：脂溶性カテキンの製造方法，特許公開２０１０－１００

５４０ 公開日２０１０年５月６日 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 199 編 （邦文） 8 編 

総説  （欧文） 4 編 （邦文） 7 編 

著書  （欧文） 14 編 （邦文） 10 編 

紀要  （欧文） 0 編 （邦文） 5 編 

特許 17 件 


